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議　案　の　上　程 

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
20
件
の
市
長
提
出
議
案
、
６
件
の
議
員

提
出
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
は
11
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
要
約
し
た
も
の
を
11
ペ

ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

第
49
号
議
案
　
吉
川
市
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

　
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
第
９
条
に
よ
る

公
庫
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
用
語

の
整
理
を
す
る
も
の
で
す
。 

第
50
号
議
案
　
吉
川
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
条
例
及
び
議
会

の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例 

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
議
会
の
議
員
の
「
報
酬
」
を

「
議
員
報
酬
」
に
改
め
る
も
の
で

す
。 

 

第
51
号
議
案
　
吉
川
市
都
市
計

画
税
条
例 

　
平
成
２１
年
度
か
ら
都
市
計
画
税

を
導
入
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

都
市
計
画
税
の
課
税
の
根
拠
、
納

税
義
務
者
、
税
率
、
賦
課
期
日
、

納
期
、
賦
課
徴
収
の
方
法
な
ど
を

規
定
す
る
も
の
で
す
。 

　
な
お
、
都
市
計
画
税
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
て
行
う
都
市
計

画
事
業
や
土
地
区
画
整
理
法
に
基

づ
い
て
行
う
土
地
区
画
整
理
事
業

に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の

目
的
税
と
し
て
、
課
税
す
る
も
の

で
す
。 

 

第
52
号
議
案
　
一
般
社
団
法
人

及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る

法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例 

　
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
な
ど
の
施
行

に
伴
う
条
例
の
所
要
の
整
備
と
文

言
の
整
理
を
す
る
も
の
で
す
。 

 

第
53
号
議
案
　
市
道
の
路
線
認

定
及
び
廃
止
に
つ
い
て 

　
吉
川
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

の
道
路
の
一
部
の
市
へ
の
移
管
に

伴
う
路
線
の
認
定
と
道
路
の
払
下

げ
に
伴
う
路
線
の
廃
止
を
行
う
も

の
で
す
。 

〈
路
線
廃
止
〉 

・
１
│
１
３
０
３
号
線
（
上
内
川
） 

〈
路
線
認
定
〉 

・
２
│
１
２
３
号
線 

　
　
　
　
　
　
ほ
か
１５
路
線 

（
駅
南
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
） 

 

第
54
号
議
案
　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て 

　
吉
川
中
央
第
１
調
整
池
排
水
機

場
機
械
設
備
工
事
に
つ
い
て
制
限

付
き
一
般
競
争
入
札
で
行
う
こ
と

と
し
、
６
月
１６
日
に
告
示
を
行
い
、

吉
川
市
建
設
工
事
等
電
子
入
札
運

用
基
準
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
電
子

入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札

を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

　
入
札
に
つ
い
て
は
、
４
者
の
参

加
申
込
み
が
あ
り
、
荏
原
商
事
株

式
会
社
　
関
東
支
社
が
２
億
２
９

９
５
万
円
で
落
札
し
、
仮
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。 

　
以
上
、
吉
川
市
議
会
の
議
決
に 

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

で
す
。 

 

第
55
号
議
案
　
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て 

　
教
育
委
員
の
飯
田
成
寿
氏
が
平

成
２０
年
９
月
３０
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
任
者

に
五
十
嵐
修
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。 

は
、
年
に
何
度
も
道
路
や
田
へ
冠

水
し
、
危
険
で
も
あ
る
。
対
応
は
。 

（答）
市
長
　
侵
食
の
著
し
い
箇
所
を

補
修
す
る
こ
と
を
平
成
２０
年
度
中

に
実
施
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を

要
望
し
ま
し
た
。 

 

戦
争
体
験
を
子
ど
も
た
ち
へ 

語
り
継
ぐ
平
和
教
育
を 

（問）
　
戦
後
６３
年
、
戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
事
は
大
変
重
要
に
な
っ
て

い
る
。
市
で
の
取
り
組
み
は
。 

（答）
教
育
長
　
戦
争
体
験
者
自
身
の

言
葉
は
教
科
書
に
よ
る
勉
強
よ
り

は
る
か
に
心
に
響
く
も
の
で
す
。 

　
市
内
小
中
学
校
で
も
複
数
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
市
民

の
方
か
ら
も
、
体
験
を
語
り
継
ぐ

「
人
材
バ
ン
ク
」
登
録
を
し
た
方

も
い
ま
す
。
今
後
も
重
要
な
平
和

教
育
と
し
て
す
す
め
て
い
き
ま
す
。 

（問）
　
８
月
３０
日
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
浸
水
被
害
状
況
と
対
応
経
過
は
。 

（答）
市
民
生
活
部
長
　
被
害
状
況
は

床
上
浸
水
が
住
居
１
棟
、
そ
の
他

８
棟
。
床
下
浸
水
は
住
居
８
棟
。

道
路
冠
水
は
市
内
３０
ケ
所
。
雨
量

は
１７
時
〜
１８
時
が
５５
㎜
、
３０
日
一

日
で
は
１
３
４
㎜
に
達
し
た
。 

　
対
応
経
過
に
つ
い
て
は
、
午
後

５
時
１０
分
、
気
象
庁
よ
り
警
報
が

出
さ
れ
た
後
、
市
民
安
全
課
を
中

心
に
１
０
８
名
の
職
員
が
参
集
。

市
民
か
ら
の
電
話
対
応
や
排
水
ポ

ン
プ
の
稼
働
状
況
を
把
握
。
そ
の

後
、
冠
水
状
況
把
握
の
た
め
、
市

内
巡
回
と
交
通
規
制
、
土
の
う
配

布
に
従
事
、
翌
朝
午
前
４
時
ま
で

対
応
。
３１
日
は
、
現
地
調
査
の
補

足
、
消
毒
作
業
を
実
施
し
た
。 

（問）
　
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
と

今
後
の
課
題
は
。 

（答）
市
民
生
活
部
長
　
水
の
出
や
す

い
地
区
に
は
、
毎
年
５
月
に
土
の

う
を
配
布
。
今
後
は
、
水
防
体
制

の
見
直
し
や
防
災
団
体
と
の
連
携

を
強
化
し
、
迅
速
な
対
応
が
出
来

る
よ
う
努
め
た
い
。 

（問）
　
今
後
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
。

対
策
の
キ
メ
手
は
、
河
川
改
修
と

調
整
（
節
）
池
だ
と
考
え
る
。 

　
市
内
の
調
節
池
は
、
き
よ
み
野

運
動
公
園
と
駅
南
Ｕ
Ｒ
事
業
地
内

の
吉
川
調
節
池
（
Ｈ
２１
年
完
成
予

定
）。
調
整
池
は
、
中
央
土
地
内

の
第
１
調
整
池
（
Ｈ
２２
年
完
成
予

定
）、
ア
ク
ア
パ
ー
ク
、
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
内
に
あ
る
。 

　
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、
見
通
し

が
つ
い
た
が
、
栄
町
一
区
、
保
三
・

四
区
、
保
一
丁
目
等
は
、
解
決
の

メ
ド
が
立
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

の
地
区
に
も
、
上
第
二
大
場
川
隣

接
地
に
調
整
池
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。 

（答）
都
市
建
設
部
長
　
総
合
治
水
計

画
に
基
づ
き
、
大
場
川
や
上
第
二

大
場
川
の
改
修
を
進
め
て
い
る
。

調
整
池
や
雨
水
管
渠
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
、
多
大
な
費
用
が

か
か
る
た
め
、
直
ち
に
行
う
こ
と

は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
市
民
生

活
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
な
の
で
、

排
水
路
の
整
備
・
改
修
、
ポ
ン
プ

の
設
置
等
の
対
策
を
実
施
し
た
い
。 

（問）
　
新
駅
開
業
ま
で
３
年
半
。
周

辺
整
備
事
業
を
含
め
市
民
の
税
金

は
投
入
し
な
い
と
の
方
針
を
堅
持

し
て
ほ
し
い
。
新
駅
、
駅
前
広
場

武
操
跡
地
の
整
備
を
含
め
、
市
の

負
担
分
と
跡
地
保
有
の
運
輸
機
構

の
負
担
額
の
推
計
は
い
く
ら
か
。 

（答）
市
長
　
負
担
は
極
力
少
な
い
よ

う
努
め
て
い
る
。
駅
舎
に
１５
億
円

弱
、
広
場
に
１
億
円
、
１６
億
円
程

と
想
定
。
運
輸
機
構
は
基
盤
整
備

の
事
業
費
だ
け
で
も
８５
億
円
程
の

負
担
に
な
る
と
み
て
い
る
。 

（問）
　
新
駅
予
定
地
前
の
旧
Ｊ
Ｒ
グ

ラ
ン
ド
２．８ 
ｈａ
の
現
価
で
の
購
入
は

相
当
の
メ
リ
ッ
ト
。
跡
地
だ
け
で

年
間
１
億
円
前
後
の
税
収
も
見
込

ま
れ
る
。
１６
億
円
で
あ
れ
ば
、
現

在
の
市
民
の
税
金
は
投
入
し
な
い

と
〝
強
弁
〞
す
る
こ
と
は
出
来
る
。 

問
題
は
周
辺
整
備
事
業
。
都
市
機

構
の
手
に
よ
る
き
よ
み
野
、
駅
南

に
市
税
は
投
入
さ
れ
て
い
な
い
。 

中
央
土
地
に
は
、
こ
れ
ま
で
補
助

金
２０
億
円
を
支
出
。
総
事
業
費
の

１５
％
を
限
度
に
支
出
す
る
市
の
区

画
整
理
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
は

見
直
す
べ
き
だ
―
。 

（答）
市
長
・
建
設
部
長
　
中
央
土
地

は
放
置
で
き
な
い
状
況
の
中
で
組

合
に
よ
る
区
画
整
理
事
業
と
し
て

整
備
を
お
願
い
し
た
。
雨
水
対
策

を
含
め
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

役
立
っ
て
お
り
、
支
援
し
て
い
る
。

必
要
な
補
助
で
あ
り
、
要
綱
の
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。 

（問）
　
こ
れ
か
ら
の
事
業
は
、
減
歩

を
軸
に
新
に
価
値
を
生
み
出
し
て

進
め
る
べ
き
。
市
税
投
入
の
時
代
、

状
況
で
は
な
い
。
不
況
の
深
化
が

予
想
さ
れ
る
が
周
辺
整
備
事
業
に

２２
年
度
着
手
の
計
画
は
変
更
な
い

か
。 

（答）
市
長
　
周
辺
整
備
と
東
埼
玉
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
の
拡
張
事
業
は
同
時
、

平
行
し
て
進
め
る
計
画
だ
っ
た
が
、

県
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
欲
し
い

と
の
要
望
の
も
と
「
周
辺
」
を
第

１
順
位
に
し
た
。
県
も
事
情
は
良

く
承
知
し
て
お
り
、
地
権
者
の
合

意
を
得
て
２２
年
度
都
市
計
画
決
定
、

事
業
認
可
の
方
針
で
動
い
て
い
る
。 

（問）
　
市
民
が
主
役
、
内
部
だ
け
で 

な
く
、
駅
舎
、
広
場
、
駅
名
な
ど 

に
市
民
の
声
を
生
か
し
て
欲
し
い
。 

治
水
対
策 に

つ
い
て 

稲
垣
　

茂
行 

新
駅
・
周
辺
は 

市
民
負
担
な
し
で
！ 

伊
藤
　

正
勝 

公用車 

吉川中央第一調整池 


